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八 ー主ー・ 五 四 一
長

ノ、 一 一 一 野
諏 温 温 温 湧 温 地 位 際
訪 泉 泉 泉 出 泉 置 日

諏温 澗 ノ ノ 量 ノ 質 及

泉 渇 性 原 ノ 沿 地 訪
ノ ノ 質 因 減 革 形 次

温保 原 湧 少 及

護 因 出 及 湧 泉
策 量 澗 出

調等 渇 ノ

股 査
況

報． ． .. 
． 文

． 
． 

、ー
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111 ーー 諏都ノν フ 央 ノ 諏 長
！庇長訪 人 ヲ レ線 ヲ 訪

野ノ ク 温士以東上主温

北 南泉 ノ プ 京諏ナ 泉 ！際
方東 J、来夏 ヨ 訪 JV J、 一 j取ニ方諏 ヲ 期 リ 鐸 モ 長
蓮二 訪協 ーー ~、 附 ノ 野 訪
ナ短盆ス於八近 ト 牒 位

温ノV キ t也ノV 7 時諏 シ諏 置
盆棋 ノ モ ，，、 問訪下訪 及 泉
地形東 ノ 良 内湖諏郡

調ノ ヲ 遺砂好外 ノ 訪 上 地
北呈諏 カ ナ ヲ 沼町諏 形 査
部シ 訪 フ JV 以岸之訪

報ニ南湖ス避ア ニエ町、
J、東 ノ 暑此湧次 下 文
激方東 地地出 キ 諏
艶 J、 王子 ト ーー シ 中訪

農
ナ八海 シ到古掛｜町

商
lレ ケ 抜 プ 蓬来村 中

務
諏森約 各ス諏 J、 洲 技
訪蓮八 期 JV 訪湧村

日市
rlifJ 山 百 一 ヲ 温出等
ノ ノ 米 於得泉 量 ーー

佐7k Jlj ノ プ d、、 ノ 最湧
ヲ 麓地 ／、 ク 名 モ l±i 、

藤湛ニ ーー 氷附 ヲ 少ス

へ接 ア 滑近以 シ JV 

寅 シヲ ノ ーー プ ーと モ

ニ北盆 好諏汎諏上 傍
釜西地 適訪ク 訪諏
無方 J、 地湖枇祖訪

蔵断 J、 北 7 合泉町

居赤西 シ控 － ー ノ、 ノ
ーー 石方 プ ユ知中 モ



上野 .A キ 河腐地 湖砂水 モ ノ 沿

Jlf ーー JV ス 流欄 ヲ 水 カ ノ7{c、 ノ 南 ヒ

ヲ 於上六 ノ セ ナ 面 ブ モ ナ 苦Ef也
分 プ Jll 斗主 JV ミノ ヨ ス 亦 リ ヲ 臆
チ 諏 ト Jlf ナ モ 湖 ？ j胡 其此 閉 ノ
二訪 .A ，，、 JV 、 ノ 水 二水影 ノ 塞陥
流盆此 一 モ ヲ 附一 十 ノ 響 立日 シ 設
殆 地二源 ノ 出 近米東 ヲ ク 其 ーー
ト ーー 流 ア ヲ 三／ ノ ノ 岸 受諏結 由
相入 ，，、 1) .....L. 

明 平 高 大 ケ 訪 果 ヲノ、

並 1) 茅ー斗 カ 地 慮和或盆 ト プ

行盆野 ノ、 Jlf ーー ＿，、 ーー 田 ，、 地 ジ 生
シ 地鐸八及 其ー 湖 附其 附 ア セ
プ ノ ノ ケ 宮湖般 成近水近水 JV 

諏東 北 議 Jrl 底 ーー 培 ーー 路 J、 流地
訪遼東 ーー ト 沈混 段 .＞、 ヲ 地 ＿，，、 溝
湖 ーー 方接 .A 澱 i問 脅額獲質 堰 ナ
ーー 泊 鬼源其物 ーー 違著 三／ ノ 止 リ
注 巴 場ス 他 タ シ セ ナ 又麓 メ ト

ク 北 ーー JV 衣 JV プ 1) JV J，、 動 フ 三九、
西於柳 ノ ヲ 少 盆 扇盗 ヲ ν 而
方 ア Jlf 渡知 シ 地 肢水受 プ シ

ーー 相 ーー Jlf JV ク ノ 地 作 ケ 輩 プ

折合 シ 等 － ー 之 湖費用 タ 一宇 八
v ミJ ア ア 足 ヲ 水達 ヲ JV 諏 ケ
中 矢他 ノv JV 掘 以 シ 蒙 ＝コe 訪撤
洲 ケ ノ モ モ 盤 外下 ソ ト 湖火
村崎 一人 ノ .A ノ 諏 タ 砂 ヲ LIJ 
飯 ノ ＿；，、 工 ア レ〆 部 訪 JV カ 生 ノ

島 南馨的 1) J、 分町詮 プ Jえ 噴
附 方科 ノ フk ＿；，、 楼跡 サ JV l:li 
近 ヲ Jll 溝 生 概 ケ ア JV ーー 物
ーー 流 ーー 渠 植 シ 岡 JV ヲ 至ノ、
於 V 接 ーー 物 ア ーー モ 以 リ 盆
プ 茅源過 ノ 田 J、 ノ プ シ 地



圃質地近附湖訪諏
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区国
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プ モ ノ 暗殺層 JV 層 累古角諏
層 ノ 方緑色 ト ヲ ま明 居生閃 訪
ま型 J、 l1ij 色凝 セ以判 ヨ 層安 i且
概 fr1 ト ノ 友 ') プ 与？ヒ ') ，；，、 ill 泉
ォ・ 1守一盛岩 其 セ 成下持附 一

著片致岩層 一精サ 諏及逗
シ 日誌 シ ノ ＿，，、 確 JV 其訪其 ノ
カ 岩五累諏 ナ ヲ 花町集地 地
プ 及十層訪 JV 以 向 ノ 塊 1~
三屯 緑度 ヨ 盆 地 プ 岩北岩ノ、
本泥乃 リ t也 質其 ト 方誼古
層片至成 ノ 時層接 ーー 一同 生 質
.＞、 左uヨf －ノZ、-リ 西 代向 .7. 露玄層
化等十北 ’側 J、｛頃 JV 出武紘 第
石 ノ 度一 ーー 之奈｝ ト シ岩色 一
ヲ 横 ノ 十露 ヲ J、 :::r キ占 ヨ 凝 ！坂
産径角度出 知之 ロ 板 ') 友 県主，.，.

セ 一度乃 ス JV ヲ J、岩成岩 照
「 、 、』酬，，

サ セ ヲ 至本 ヲ 測餐硬 JV 層
JV ン’ 以三層 得 JV 質砂 i中
ヲ チ プ 十 J、 .7. ，、、 ジ岩 積
以 メ 南度紘 カ プ

、
居ア

プ 西西色 雄 フ ホ チ． 1乞
其 ト 方 ーー ノ モ 二九 JV ノ 向
地 JV ユ走輝 岩本 ン 干1-1ヨsj 

質 内傾 リ *Ik 質層 フ JV 石
時外耕 ア T先 上 ヨ エ板 英
i-1¥: ノ Jえ 略岩 ヨ リ ノV 岩 閃
ノ、 磯盛諏質 ') ノ、 コえ 及 続
之及岩訪角 偲イと

」

輝 疋JJヨ4j ト

ヲ 其 ヲ 盈霊童 ユ石 ナ総 1軍
知土構地凝 之 ヲ JV 凝 石
JV 砂成 ノ 友 ヲ 産一友 * ・，、、
ーー .A 長岩 古 セ 般宕 UI 

カ シ JV 軸 及 生サ － ー ノ
Eι1王~ 、
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五

小裂 J、ノ雨悶輝居貫ナヲ石石ア

坂鉢 l'i'f 平輝色石成逼リナ斜英此
~~i 噴火石石鍛安生シ長ス長閃雨
昔出孔ト安密山以ア石ヲ石総者

附ニアジ山ノ岩後頁モ常及岩ノ、

近係快ア岩石川ナ岩亦ト石川漸

ニノレキ其ニ茶盆 JV ニ概シ英諏次

幅モ或名扇ニ地ヲ接ネ石ョ訪ニ

出ノノ、夙シ白ノ知鯛分英 y 湖推

ス、前ニ粗色北 ！V 餐解 J、成ノ移

JV 知者噴大臨東へ質シ不リ北シ

モセノ々ナ主主背i；ジヲア規主義方其
ノ長三l夜トノレ性及 興不則色和問
ノ、石訪シ柱ノ y{g・ ア透ナェ回ニ

流 J、往テ扶奈i西 JV 明ノV シ峠明

理其地克節長部 ノト粒ア以確

構構ノ石理石ニ 事ナ肢閃市ナ

造造潟主主ニ及露 貨 JV ヲ ksk ニ JV
ヲ石ニ石加熱出 ョ横呈~·；－底境
呈理切等フ色ス リ河ス構域界

シ必臨rr ニ JV 車前 シ川又造ヲ線

勤スセ盛ニ企：｝者 アノ角ヲ領ア

色ミノラェ ;¥if{ 及 J、 考 t 閃呈シ劃
ノモレ利著若干霧 ア流石シアス

石均タ用ナ万ケ レニハ ~I- 露 ！V
基ーノレセノレ輝峯 J、於屡長出能

ニナモラ板石火 其ア分石シノ、

輝ラノノレ肢ノ山 噴 J、解及主ス

石スヵ、節斑ノ 出紘シ角ト

延長iii メモ坪品噴 J、色ア閃シ

色訪 J、ノ竣ヲ出 級凝紘石ア

及湖小ナ逢故物 色友泥 J、紘

椅ノ規リシ貼ニ 凝岩質宇色

色凶模 f五五l夜スシ 友層物自角
ノ岸ノ者訪 JV ア 先ヲト形閃



1J1 ーー ト A ノ 村 ケ 集呈係角 モ 下角
腹殆相本噴武峯塊 シ JV 閃 ノ 厨閃
ーー ト 接岩 出 津火岩班 モ 安 J、 ヲ 石
J、鑑 A .），、

ーー Ii I ，，、 品 ノ 山 流 ナ 及
集定 JV ー 係露最主 ト ヲ 岩到！ 京、 臨
塊 － ー ト 般 リ 出初 ト ジ 主 J、 ヲ モ 基
えま 堪 ::2 ーー 不 A ノ ミ／ プ ナ 輝是 ノ 性
塊へ ロ 黒整 JV 噴 プ 縁 y 石 シ ノ、 ノ
ノ サ ー 色合 二E 出輝色 モ 安次賜斜
一 JV J、 及 － ー ノ ーー 石及 ノ fl I捌色長一
1,'1~ 植淡勅紘 J、 係安禍 ト 岩色繊石
食物友色色吏 ') 山色 J主 ーー ノ 密 ノ
地 化 褐 ノ 凝 ーー 拳岩 ノ 岩亜石 ーー 瑳
ノ 石 色 安友粘大質角 石 プ 基 シ 日四目

長及 ノ 山 岩板乃 ーー 閃 .），、 噴 ーー プ 散
軸茨火岩層岩至 シ石組 盤板貼
ノ 質 山 塊 ヲ 及牛 ア 少 意 セ 基肢 A 

方物友及被花頭盆量 ーー シ性節湖
I句 ヲ 及凝覆 尚大地 ノ シ 火 ノ 理南
ーー 合其友 シ岩 ノ ノ 7軍 ア 山斜殺村
担ド 主‘ 分岩北 ノ 安 北 石気岩長達 ーー

列紘解 ヨ 方角 山 東及泊 ーー 石 シ 露
ス 色 ーー リ ーー 磯岩法友 ーー シ 及｛｝ 出
凝 係 成十 ヲ 塊及曹富 ア 輝質 ス
友 JV JV 度合及南長 、、、 霧 石前 JV 

岩粘 モ 内 ム火西石往 ケ ノ 者 モ
居士直外後 山遺 ヲ 々 峯現 一 ノ
ノ ノ 接 ノ 者砂 一 有 一一 火 品類 J、
諏薄 ーー 角 ノ、 磯露 A シ 111 散似上
訪 層紘度守 ヨ 出 7 最黒占 シ 下

-'--，、

盆 ア 色 ヲ 屋 A 流後 Jス I二二
t也 リ 凝以火 成前 服 ノ 階層
ーー プ ：民 ア Lil リ 者 構 I噴 ヲ ーー

臨 其 －｝＇:f Mi 最 四 ，，、 スょz旦r. 日1 ナ 分
よ‘ 司a 層奈：｝ キ'lJ 賀霧 ヲ 一 Y、 v 



角色 層諏泉 Jえ 峠方 ーー 諏地温繋

盤凝 ノ 訪 J、 JV 附向 三／ 訪表泉井

岩友厚湖 前 断近 ーー プ 温 ーー ノ、 ノ

ヲ 左u王, サ 方者層 ヲ 走盆泉湧此結
圭店i「む3 ff日書 ＿，・、 面 一宇 J、構 Fレ 地附 出 集果
ム 及盤 ーー 沿最成此 ノ 近ス 挽 － ー
ノV 其井 F白 フ モ Jえ 断北 ーー JV 岩接
ヲ 上 ノ f各 プ 温 JV 層東於モ ノ レ

得 ヲ 結 シ 湧泉新 J、 部 ケ ノ 裂 J、
，、、 被果其 出 ノ 火南 一 JV 

、 鉢盆
三／ 覆 ーー 落 .A 1勇山 方於主知 ヨ 地、
二入 接差 而 IU 岩 ，，、 ア 要 手／ 9 ヲ
ノV L〆 一 ミ〆 ーー 下富 J、 ナ 湧構一
集ノ、 百 プ 闘 － ー 士北 JV 出 成

塊約米附係波見西断 シ Jえ

岩二以近 ア シ 附 ノ 暦 時I JV 
J、 百 J:: ノ JV 之在方 J、 積沖
培米 ーー 地 毛 ヲ ーー 向諏 層積

扶 ーー 達質 ノ 迫於 ーー 訪 中 層

断達 J主 本蒔 ーー 跡、 プ 走盆 一・－ ノ
層 二耳、 /V ~ シ 二九 相 リ 地 入下
ヲ レ 毛 上 プ JV 曾盆 ヲ 9 昔日
ナ ，，、 ノ ヨ 特能 シ 地生 其 ーー
シ ナ 、 リ ーー ノ、 プ ノ セ 砂 モ

断 リ 立日 推上 .A 一南 ミ／ 層亦、
層盆 忌、〆 測諏而線西 メ 中 安
ーー 地蓋 ス 訪 シ ト 部 タ ーー U1 

七
ヨ ノ シ JV 町 ア ナ ーー JV 蓄岩
リ 西 湖 ーー 及盆 JV 於所 積質

プ 側 成本下地 モ プ 謂 シ集

生 一 層 断諏 ノ 北 J，、 釜
セ 於 タ 層訪東 方西無 ，，、疋... 王I 

;v ア yレ J、町遜 J、 北 ）II 自 ア
底EJ、 J中西 ノ ヲ 盤西断 然 リ

砕総積方祖劃 尻 ノ 屠 ーー プ



湯 ア JV 鹿 湧 初盤 ス プ 町 リ 治、

ア リ 南 ヨ 出 出 井 ,v ＿，、 ーー シ

リ プ 4ヒ リ Jス ノ ヲ ーー 夏 下 カ
四 一 ノ 湧 y 朕 施 至 季諏維誠一
個個 方 出 モ 況 シ ν 訪 新訪 一ーー 一一
ノ ノ 向 二九 ノ 現 リ J、 よ＇；；＇；：； 以温

湧 湧 ーー JV 諏 時加 避敷 後泉
出 出 排 モ ノ 訪 韓 之 暑 設 F前 ノ 温
口 口 夢lj ノ 二温井富 i& セ ク 1作 泉
ア ヲ .A 種泉 ノ み一主ず： フ 世革

ノ
リ 有 之 ノ ア ＿；，、 数 ノ シ v 一 J、

品ノ目) シ ヲ 一 リ 向 上別 プ シ 早良 之 ？告一
小其 北 ア 而然諏邸冬 ヨ ＿；，、 ヲ 草
路市方 リ シ ーー 訪 ヲ 季 リ v 詳 及
一 jj ーー 陸 プ 湧 町建 一戸 都妹 ーー 湧＿；，、 本 ア 上 自 出 ヲ 築 ＿；・、 人 ーー セ

湯町 JV ヨ 然 二λ 通 .A 71< オ： 中 ス 出
ーー モ t勇ノV ミノ JV 滑 ノ 央 明 ノ

路精 ノ 湧 出 モ プ モ リ 来 線 治
紋

ノ 進 ヨ tH ，，司、 ノ 五 ノ ノ リ 開維
湯場 リ 二~ 叉 ト 百績好裕通新 ？兄
ア 及翠 JV 陸錨：数 々 趨 .A シ n 
リ 千 ク モ 上 撃十 ト 地 JV ア FvJ 
之野 レ〆 ノ ヨ ーー ノ シ 二E 上 ＿，，、

ヲ 氏 ＿，，、 ノ、 リ ヨ 多 プ シ ノ i政其
北 ノ 最略 i!1j ヲ ヨF 出 プ 甚 訪名
方湯 北盆 I＇』4I 持， 一四 プ 来 タ 町旋

一 ア i勿8 地 .A 下 達 各遊多 － ー ク 入
延 リ 町 ノ 1i〆 ミノ 二え 自 .A ク 上世
長 田 ーー 北 モ タ JV 競 JV 殊 Jll記上
.A 宿 湯東 ノ ノv 一 、7 モ 一 L古 一
v ーー ノ 制。 ト 湯至 プ ノ 近隣知
a，、 田 脇 誠井 ν 邸盆年下 フ

下 宿 ノ 浩 訪 ヨ ソ 内 増 ニ i，取 レ

諏 ノ 湯 ，、、 湖 リ ーー カll 1／士討j サ



他 ノ 2レ 高 フ キ ノ ノ 大 ヲ ノ i胡 ーー 訪
大 泥 克 キ 然 ＿；，、 女日 J、 ナ 〆七 北 底 卒 町

平日 土 斯 モ v 其 キ 沸 JV ヅ ］手,_, ヨ T一’T－ ノ
ノ Eド ノ ノ J:. ，；，、 々 ヲ 釜 一 リ ーー 占t皿凶L 

？住 ーー 会式 ア 毛 ヲ 大 以 ト ，七 iJ)} 排 アl可'J'C_ 

芹 f吊 i包 ノV 湧 通 i品 シ プ 稀個 出 ヲIJ ーー
守 入 ト － ー 出 過 紋 プ 俗 シ jミ Jえ セ 達

距 シ ナ ヨ Z，ョtL .A ヲ 主丸 一 後 平uJV プ .A 

JV 7 リ 小 JV f前 i包 之者 ノ モ JV 下

一 Rづ『『P， プ 知 ナ 小 キ ヲ ヲ J、 ？皆 ノ ，政
． 
水 外T 出 大 之 7i[：三~Ei.. ヲ JV JV プ ，，、 両方

主主 5 I 面 モ ，，、 Jk シ 釜ヲ 一 ｛谷 fl汀

米 キ 一 ；邑 ノ 多 面 オt ト 一 一 ーー 一一一
ノ 揚 昇 キ ，；，、 少 隆面 Z三 ツ f固 其 J、

慮 ケ 騰 J主 ヨ主 ノ 起 ＿；・、 フ 釜 ア 湧 且、
1胡ーー 之 7- 又 7k 動 Jミ 魚 ト リ 出 ；邑

，，、 ーー JV j，、 面a t昔t JV メ Jk T-'. 7 地 ノ

二階i 抑j ーー ヲ ーー 面 フ 執、 要占 場i
於．戚JV 過 面 共 ノ r七 v ヲ一

ノ レ〆 ヨr ノ ケ シ 一 t両 波 ツ モ 釜 t多＇｝
ノ、 二Z、 波 JV 主L 様紋 浪釜 北 JL 及

i虫 自→主． 然 ？良水 ツ 々 ヲ ~J'j 中 十 京市

出 頭 L〆 静温 押 タ 1il占 穏；最 1吋又!,:: 稲 ノ

地 ＿；，、 ト ノ シ JV キ ナ 南 F可 ス よグf·~ 

知 温 モ ナ 湖 流 7k f足 JV 高官 ノ 3々＇~、、 ア

ア 暖 竿 JV 面 サ 蒸来 時 ーー 方 孔 リ

ノレ ヲ 頭時 一 JV 気湧 J、 ア 向 ノ プ

九 カ 戚 ヲ ＿；・、 般 、 ヲ It¥ i9j JV 一 王 盆

如 .A 数温 ノ ::::z 昇最 出 モ 封t ナ jlJ! 

乙〆 JV 分 泉表 騰 モ ~E豆ct ノ 列 ノv ノ

漁 ヲ 問 ーー 暦 ア セ 盛 ノ J，、 Jえ －モ 長

夫 'fJ; 湧｛宇 ァk リ シ ナ 大 I兎 f11J ノ 車山

ノ ト 出 ヒ 1毘 シ メ リ ナ 出 者 ノ、 ノ

ii~ コぇ 地 ヨ 1-i: シ ノV 旦Et ＿；・、 演 Ji 

一・ー 此 里占 ツ リ :μ; シ II年 モ 最 之町 向



全滅リ旋 回氏湖五十湯川擦

ク；呈シ来 ノノ岸十以井温レ

自シカ諏 揚湯ニ米上 J、暖 J、

然湧撃訪 ノノ近万ニ明ナ釜

ニ出井温四百二キ至達治 JV JL 
地量大泉 六十慮百セ十ヲ中
上 J、ニ J、 十二ノ八 P 五以ュ

ニ著流湧湧七米モ十頭年アノ、

初シ行出出フ~大ノ米井ノ魚敷
出クシ量旦ID. 衣和 J、ニノ頃類多

セ減湯ノ ケノ深達深ョ及ノ

シ少井豊ノ 崎湯キスサ 9 介魚
モシノ富誠田ノ｛頃 JV ..＞、掘類骨

ノ或敷ヲ少ノニ向毛地撃 J、ニ
今 J、次以 湯十アノ面シ其ナ

ノ、全第ァ及ノニ有ア下安附奇

地クニ知調百米セ Y 二房近ノ
下掴増ラ渇八ニ Y 而十式ニ介
数掲加 v 十シ前シ米撃来殻

米セス泉 二ア者ア万泉リア

ノノレ y 量 米後ノー至及遂 y
深毛ニ J、 色）者例般四上エト

鹿ノ従殆 ノノ J、エ十紙、釜云

迄スヒト 揚例波山米式孔ア

掘ラ諏無． ノ J、多麓ヲ撃中蓋

撃ア訪露 百湖野ニ普泉ニシ

セノレ温臓 七明氏近通ニ陥湖

サニ泉ナ 十館ノキトョ F 底
レ主ノ JV 米ノ揚 pg シ 9 シノ
J、レ湧カ 等湯ノノ涙現モ湧

湧 Y 出如 ナノ二そキ在ノ出

，出自II カキ y 百十ノモハナ地
セチノ、ノ 六米 J、ノ其ラ馳

サ従 t4Yr 観 十河浅ノ、数ン附

／レ来次ア タ~西ク百五 近

。



墨（四）量（三） 出 （二）シ カ（ー） タ 浴 思I~ － ー ーー
建 弊 d，、 J:. 虫、 本 ク まじ 五！虫 /l〆 キ普 ノ、 至 至
且 天従 諏 JV illf 摩附 訪 モ ／ ｛氏 リ レ〆

ノ 島 来 訪 ーー 精物近 91 ノ 位下 或 リ
ま日 ノ ノ 鐸 至 準 ーー

、
民一一・ 勘 置 シ d，、 又

ヨr 面 が1 目。 v i!b~ ブ司 ~！出.(< 校 カ 低 i虫 杢 自
，，，、 積十 自明 , ノ、 ノV 多 ノ フ 下 社i ク 然
水 が］ 分 月 フじ 一，． ノ iJ} サ ス l也 澗 一戸
持 一 ノ 官官 米 至 勿i ノ、 JV ”rn、lトI ifr.) ¥w 一
気 百ー 一 ノ l:ii レ :;j:j: フじ － ー ノ ｛氏 三毛 出
ノ 支F ト 湯 初来 至 結 JV ザ－~

~ ノ ナ ，；，、 一 ーー 一 レ〆 果 一 シ一 ス、
一・－ 地 レ〆 其 一 抑， イ同 リ 設主 JV 至 モ一
9亙 思占 リ ill1 米 選 ノ 今、 一 ノ L〆 ノ

U:,Y: 出 ノ セ yr~ 共排結 リ モ

日 ノ、 地 JdR フ 利1 ll オぇ 果 叉 T立
ノ 温 m占 ib レノ ア 例 一 ifギ f品 力
問 Jj℃ ., ノ I兎 シ リ ノ 休lキ自 :f~ ノ
ーー 一 イ立 /J:I ヨ T 一 期｛ ノ ノ －；.日
腐 面 置 セ リ

ーuす】．
J'~t ヲ {1[: iE語 キ

*7 ーー 数 シ 本 干f 司 来 ;n 出 特
シ i宮 年 カ ノ1':1♀ Vit l~ 三ノ モ 力 別
又 Hi 市白 迫文 ，；・、 名 ク 局 叶； カ ノ
田 シ ヨ 五l三 数 ノ b’ J事 4民 減 力
地 家 リ J{E 生 ，，、 － ー 下 ；旦 ヲI 

屋 約 ，；，、 来 i定 二久 iif ’ ’ヒ J主 籍
ミノ ヲ 一 I也 ?t二、 d，、 ノ キ曹 サ yν ブ． 
プ ユ主 一 下 ク ili主 立日 ノ 結 サ一 /V 

稲 オミ 一 j問 立 シ ニ7ι、、 iif 果 ν 
ヲ － ー 低 米 j吊 ーー ク フ ト ノ、

養 建 -F ノ シ ～ 7 騒 サ シ 湧

植 築 シ 慮 w干 一日 棄 JV プ 出
.A フ、 共． ヨ 相5j{1! ’t ーー j勇 セ

L〆 レ／ i!JJ リ ノ、 セ ア 至 ~li サ

＿；・、 ノ、 出 I勇 空 シ 、J リ、 地 ,v 
ー ・・ 圃＋ーー



温地暖温 プ 起者諏這（五）湧稲

度殻 メ :fR. 長 リ ヰ［I訪般田 出 J、

ヨ ノ ブ ノ 野下謀温 ノ 端 ヲ f且
リ 裂 レ原 騒諏 リ 泉類 ノ 見泉

見鉢再医1 五 ーー 訪上 .；・、 例湯 サ 熱
；侍 ーー ヒ ーー 於町諏此 J、 ノ JV ノ

タ 沼地二 プ ーー 訪 ノ 其湧 ーー 魚

之 ヒ 表種 温 J、於町如他 出 至 メ

ヲ 上 ーー ア 泉 糠 プ ーー ク 一知 レ ーー

其昇湧 リ 令 J、 於近 々 ノ ヲ 直、 ノ
火 シ’ 出 一 ヲ i昆 ア 年枚位 ーー

山 途ス J、 原 以泉 J、 著翠置 枯

噴 － ー JV 雨 因 プ 取温ク Jミ .；，、 死

出 地 モ 水 温締泉其 JV 従 Jえ

物上 ノ 地 泉組保湧 ーー 来 JV 

中 ーー ナ 中 地合護 出逢 ヨ ノ

ヨ 湧 リユ 区 ヲ 及力 ア リ 航

ヲ 出 他惨 取設利減 フ 約 混
湧ス ノ 入 締 ケ 用 退ス 一 ナ

出 JV 一 三／ 規一 ノ シ 米 リ

ニλ -'€: .；，、 プ 見リ メ－ヒ唱 目 湧 低 シ

JV ノ 地 t也 ヲ ノ 的 出 下 カ

ノ ナ 殻殻 接取 ヲ 量 セ
~ 』、

事 9 ノ 内 布締以 モ リ .；・、

寅而 内 ノ 3、 法 プ 靖ミ 特

－ ー シ 音l；深 JV ヲ 一減 ーー

徴ア 一宇 慮 ーー 遵規少 掘
3、 諏存 ーー 至守約 シ 重喜
JV 訪在至 レ〆 三宅 ヲ タ セ

モ 温 _A 9 リ JV 設 JV サ

雨泉 JV 地 ノ ケ ヲ レ’

Jk ／、 岩熱 規 ン 以 .；，、

ノ 之 築 ノ 帯1 ト プ 温

t世 ヲ 水魚 ヲ ノ 有 泉

中 其 ノ ーー 立議志 ノ
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闘布分泉温町訪諏上

企

盆Y三2
i大和:Itl寄／湯

z千賀水

a i務／脇（自然湯）

4 湯JI＼星放舘／湯

5 ）可菌防五郎氏／湯
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JV 勝 レ〆 盤南 ーー ト モ カ 噴大 水貼

所 浦 ノ 井約於同 JI〆 ノ プ 出 多 ヲ 燈
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基 米 .A 十 JV ノ .；，、 時二卒 ノ 八抱用

米 ナ シ 米字号変梢 問 十作 克 基 沫 ーー

ナ JV ア ーー 大 生少 ーー ，七 ノ 斯米 肢 供
JV 線、 放 至上 地 量約米 所 ，，、 ナ セ

西野郵 リ 一 ，，、 ナ ニ鈴有 之 JV ナ フ

畑村 セ プ ア 千 a リ 千 件 ーー ヲ 宇 ') JV ．． 
村 － ー ブ 褐 リ 町 一 J、、 属 二 葛 7 、一
字 於 JV 色 明 村 百 JV シ 戸 藤 時 一一
市 治
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プ ノ 1-一、 リ 7]( 大 ーー ーー 々 過
野 .；・、 水 四荻 ／、 正 一 克 キ一
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水 附 出 年北 ノ 色飲 ア 内接他
田 近 Jえ ノ /j 害リ 一 料粘外散嘗
中 Jll ノV 頃 約 βι~ 、 シ 水燈 ヲ ス 村
ヨ 床 瀧 六 ナ プ ヲ 及 隔 JV 内
リ 井 共 i既基 リ 噴得炊 プ 所 1J、

..L. 
j，、。

克等 ーー 用 米 向 出 ノV 事 、 ア 流
新 ヨ 克水 ーー 他 量 目 ーー --リ 叉--
ヲ ソ 期 ヲ ミJ ノ 一 的 供 井 ト J、
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散 々 号妻 ノV 長 井間 以 ν リ フ 国、
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村 J、 内 ヲ 隅 掘 佐於 、、

ーー 之 一 据E 一 香 護 貫 ア 君 タ モ

石 ヲ モ 警 位取 ーー 町 ノ、 津 ／レ 何

油石可 シ シ 郡 ヨ 及 天 郡 例リ L〆

鏡油燃五 成 ヲ 其然 十 毛

匪 ーー 性十 田 褐南克 キ 甚
ト 閥 克五町 色 東斯 ヲ タ

シ 係斯米 ヨ ノ 約 ヲ 以少

プ ヲ ノ － ー リ 水八利 ア 量

大有生至接 ト 基用 目リ 一
正 ス セ リ .A 共米 セ 掲 シ

八 JV シ ア JV ーー ナ JV 議 ア

年 モ ::3 克 軽 多 JV 慮 村人

頃 ノ ト 斯便 少環 ナ ノ ノ

其 ト ア ヲ 銭 ノ 村 シ 立日 i主
試 ナ 9 号華道 可 向 但 キ 意 l
掘 シ 三／ 生 ノ 燃其木 多 ヲ
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セ 外本 ア 多 接基東 瓦 フ

ソ 東石 リ 古 散米 方 斯ス
j;. 
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タ吉及他飯 リ 等 JV シ ＿.），、
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背 yレ ヲ 貨 一 地 克 漸 タ サ 倉 寸

所 ーー 妨 ナ ア ーー :Wr 瓦 ク JV 一 － ー シ一墨田

日丹 至 ク リ ブ ヨ J，、 斯 一 モ T 現一
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The Suwa HoもSpringin the Prefecもureof Nagano. 

BY 

DENZO SAτo, Geolo広ist.

The Kaminoyama Hot Spring in the Prefecture of Yamagata. 

BY 

GncHrno KOBAYASHI, Geologist. 

Natural Gas in the Prefecture of Chiba. 

BY 

Tosmo OHASHI, Chemist. 

The principal localities in七hePrefecture of Chiba where n乱tural

gas exists are Chδsei-, Isumi”’ l¥imitsu-, and Kator・i-gun,of which 

Chosei-gun is most productive and yields about 15,000 cub. f七.of gas 

per 24 hours. The gas is used for lighting, cooking, and motive 

power. The geology of the district is of the Tertiary and Qu抗ernary,

and仙egas issues from出eTertiary accomp乱niedby large quanti七ies

of wate;. rrhe depもhof the gas wells is usually fr・om250もo3GO 

me旬rs,rarely exceeding 550 meters. 

The composiもionsof gas and water from one locality in Chosei-

gun are described below : 



2 

G副（involume per cent) 

C02 1.5 0 3.6 CO 0.8 H 0.2 CH4 78.9 N 15 

Water (in grams in one litre) 

Organic m叫もer0.5000 Fe2 03+Al203 0.0540 CaO 0.0520 

Mg o o.mmo Na2 o 2.1540 K2 o o.0480 
C02 1.5480 NH4 0.0416 Cl 1.3461 

I 0.0004 Br 0.0039 
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